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安本・本多 (1978)の収集した基礎語彙100語の 
語頭子音一致パターンに基づく日本列島周辺の 
言語の系統ネットワーク 
斎藤成也 (2005)『DNAから見た日本人』より
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Lee & Hasegawa (2011)



From Lee & Hasegawa (2011)
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From Lee & Hasegawa (2011)
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2017年１月に刊行した論文（オープンアクセス）



From Saitou & Jinam (2017)

琉球語方言と日本語方言の系統樹
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九州方言の
系統ネットワーク

From Saitou & Jinam (2017)
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琉球語方言と日本語方言の
系統ネットワーク

Split a: 奈良時代の日本語と琉球語 

vs その他
Split b: 歴史時代の日本語と東日本方言 

vs その他
Split c: 琉球語・八丈方言・九州６県方言
vs その他
Split d: 歴史時代の日本語 vs その他
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突然変異

進化の根本 
DNAが自己複製を 
繰り返しながら 
突然変異を蓄積



ミトコンドリアDNA 
 (およそ16,500塩基)

ヒトの細胞核内の常染色体と性染色体
（およそ32億の塩基＝ゲノム）

Saitou (2018)より



二重構造モデル（埴原 [1995]にもとづく）

原アジア人旧石器時代

新石器時代

弥生時代

ヤマト人

ヤポネシア 
中央部

現在

北東アジア
新石器時代人
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縄文人

渡来集団 
（弥生～８世紀）

アイヌ人オキナワ人

ヤポネシア 
南部

ヤポネシア 
北部

続縄文人南西諸島 
古墳人

斎藤 (2020)より



二重構造モデルについて
支持できる点： 
◎アイヌ人とオキナワ人に遺伝的な共通点がある 
◎稲作農耕開始以降、多数の人々が大陸から渡来 
◎ヤマト人は縄文人と弥生時代以降人の混血

支持できない点： 
◎オキナワ人はヤマト人にかなり近い
結論：二重構造モデルは一次近似としては支持できる 

（ただし「アイヌ沖縄同系説」から自然に導かれる仮説）



礼文島
船泊遺跡
出土縄文人
F23
女性の復顔



本土日本人 (ヤマト人) に伝えられた 
縄文人ゲノムの割合

神澤ら (2019)： 13%｛船泊縄文人｝ 
神澤ら (2017)： 12%｛三貫地縄文人｝ 
Jinamら(2015): 14‒20%｛現代人のみ｝

アイヌ人とオキナワ人に伝えられた 
船泊縄文人ゲノムの割合
　アイヌ人へ： 66% 
オキナワ人へ： 27%



船泊縄文人女性F23との近縁関係

オーストロネシア語族

神澤秀明ら (2019) より



縄文時代人、弥生時代人、現代人のゲノムの関係

季刊誌 Yaponesian　はる号の表紙より



DNAを比較した 
日本列島の9地域

Jinamら(投稿中)より



東アジア 
６集団の 
関係

Jinamら(投稿中)より

日本人 
韓国人 
北京人 
南部中国人 
ベトナム人 
南中国のダイ族 

オキナワ人 

ヤマト人 



日本列島 
9地域の 
関係

Jinamら(投稿中)より



ヤポネシアと東アジアの集団の関係

Jinamら(投稿中)より



HLA遺伝子のＤＮＡからみた日本列島人

沖縄

四国
東海

中国
東北北海道
九州関東

近畿

北陸

中岡・井ノ上ら (2013)より



骨髄バンク17,7000名のHLA遺伝子情報にもとづく47都道府県の関係

橋本ら(2020)より
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計11,000名の核DNA多型情報にもとづく47都道府県の関係

渡辺ら(2020)より
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日本列島中央部の 
中央軸と周辺部分

中  央  軸
周辺部分

周辺部分

周辺部分

周辺部分

斎藤 (2017)より

ヤマト人の「うちなる二重構造」
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日本47都道府県15000名のミトコンドリアハプロタイプ頻度にもとづく主成分分析結果 
 (ジェネシスヘルスケア株式会社のデータにもとづく)
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Jinam・河合・斎藤(AS誌受理)より



Figure 5. Phylogenetic network of 47 prefectures based on mtDNA haplotype frequencies 

Jinam・河合・斎藤(AS誌受理)より



Figure 6. Phylogenetic network of 46 prefectures (Okinawa is not included) based on mtDNA haplotype frequencies 

Jinam・河合・斎藤(AS誌受理)より



日本列島への三段階渡来モデル 
斎藤成也(2015)『日本列島人の歴史』より
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Figure 7: a) Admixture result from k=2 to k=4; b) Cross-validation error of admixture from k=2 to k=7

Jinam・河合・斎藤(AS誌受理)より
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Jinam・河合・斎藤(AS誌受理)より



斎藤成也(2017)より

縄文時代中期まで 縄文時代後晩期

弥生時代 古墳時代以降

海 
の 
民

3000年前~1700年前 1700年前～現在

40000年前~4500年前 4500年前~3000年前

日本列島への三段階渡来モデルにもとづく渡来時期 

可能性1 日本語祖語？



縄文時代中期まで 縄文時代後晩期

弥生時代前半 弥生時代後半以降
3000年前~2500年前 2500年前～現在

40000年前~4500年前 4500年前~3000年前

日本列島への三段階渡来モデルにもとづく渡来時期 

可能性2

日本語祖語？


